
議
員

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
は
、「
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
戦
」で
あ
っ
た
。わ
が

党
で
も
100
項
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲

げ
、
こ
の
３
カ
月
間
で
31
項
目
が
達
成

ま
た
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る
状
況

だ
。わ
が
党
は
、現
場
第
一
主
義
で
日
夜

奔
走
し
て
い
る
。
市
長
も
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
掲
げ
て
の
選
挙
で
あ
っ
た
が
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長

政
党
政
治
の
活
性
化
等
に
有
効

だ
。
衆
院
選
で
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
が
、
改
善
点
も
あ
る
と
考
え
る
。

議
員

16
年
度
の
施
政
方
針
の
中
で
、

議
員

市
税
収
入
が
減
少
し
続
け
る

中
、国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
、縮
減
が

行
わ
れ
れ
ば
、
三
鷹
市
の
財
政
は
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
。
地
方
交
付
税
不
交
付

団
体
で
あ
る
本
市
は
、よ
り
一
層
、財
源

確
保
に
努
力
す
べ
き
だ
。対
応
を
伺
う
。

市
長

国
、
都
に
対
し
緊
急
要
望
書
を

提
出
し
た
。
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を

進
め
、経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
た
い
。

議
員

三
鷹
駅
前
で
も
凶
悪
な
事
件
が

起
き
、住
民
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

地
域
の
実
態
に
あ
っ
た
安
全
対
策
に
市

民
と
と
も
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
犯
罪

抑
制
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
に
つ
い
て
考
え
は
あ
る
か
。

本
有
三
、
近
藤
勇
ら
は
、
広
く
市
民
に

顕
彰
さ
れ
て
は
い
な
い
と
感
じ
る
。
市

の
文
化
、
観
光
施
策
と
し
て
三
氏
の
顕

彰
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長

観
光
事
業
と
も
関
連
づ
け
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

外
郭
環
状
道
路
の
計
画
区
域
内

で
、
生
活
再
建
救
済
制
度
に
よ
り
買
い

上
げ
ら
れ
、
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
土

地
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
区
域
内
で
、

国
に
物
納
さ
れ
た
土
地
が
業
者
に
売
ら

れ
、
分
譲
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
は

矛
盾
と
怒
り
を
感
じ
て
い
る
。
国
に
対

し
抗
議
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

今
後
、
こ
の
よ
う
な

事
例
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
策
を
、

引
き
続
き
国
に
強
く
要
望
し
た
い
。

議
員

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
問
う
。

fl
学
校
給
食
の
民
間
委
託
化
へ
の
考
え

を
聞
く
‡
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
る
事
務
の
合
理
化
の
効
果
を
示
せ
。

市
長

fl
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

総
務
部
長

‡
試
算
で
は
、
人
件
費
で

約
１
億
３
千
万
円
余
の
効
果
が
あ
る
。

議
員

総
合
ス
ポ
U
ツ
セ
ン
タ
U
（
仮

称
）
は
、
建
設
計
画
が
見
直
さ
れ
、
い

ま
だ
検
討
段
階
だ
。
住
民
も
建
設
を
期

待
し
て
い
る
。今
後
の
見
通
し
を
示
せ
。

市
長

実
施
時
期
や
手
法
に
つ
い
て
改

め
て
検
討
し
た
い
。

議
員

小
・
中
一
貫
教
育
校
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
市
民
に
十
分
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
だ
。
fl
具
体
的
な
実

施
案
は
昨
年
12
月
の
最
終
報
告
書
を
も

と
に
作
成
す
る
の
か
‡
６
年
生
の
中
学

議
員

fl
今
回
が
清
原
市
長
初
め
て
の

本
格
的
な
予
算
編
成
で
あ
る
。
編
成
方

針
を
伺
う
‡
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
施
策
の
重
点

校
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生

徒
の
帰
属
意
識
の
問
題
等
、
細
か
な
課

題
が
多
く
あ
る
。
説
明
会
で
は
、
実
施

時
期
を
柔
軟
に
考
え
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
と
思
う
が
、
段
階
的
移
行
と
い
う

考
え
は
可
能
か
·
構
造
改
革
特
区
制
度

を
活
用
す
る
と
聞
く
が
、
制
度
の
利
用

が
必
要
な
の
か
疑
問
だ
。考
え
を
聞
く
。

市
長

fl
全
中
学
校
区
単
位
で
の
説
明

会
を
開
催
後
、
保
護
者
等
の
意
見
を
反

映
し
た
基
本
方
針
を
作
成
し
、
そ
の
後

実
施
案
作
り
を
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

教
育
長

‡
移
行
時
期
に
つ
い
て
は
弾

力
的
、
段
階
的
な
対
応
が
可
能
と
考
え

る
·
学
習
指
導
要
領
の
枠
を
超
え
た
学

習
、
授
業
時
数
の
弾
力
的
な
運
用
等
制

度
の
活
用
が
必
要
と
認
識
す
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
中
近
東
文
化
セ
ン

タ
U
／
山
本
有
三
記
念
館
な
ど

市
長

「
防
犯
カ
メ
ラ
検
討
専
門
部
会
」

の
報
告
の
後
に
、方
針
を
検
討
し
た
い
。

議
員

バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。
fl
駅
前
の
放
置
自
転

車
は
目
に
余
る
状
況
で
あ
る
。
駐
輪
場

の
設
置
を
Ｊ
Ｒ
に
働
き
か
け
よ
‡
歩
道

の
舗
装
等
に
つ
い
て
は
、
一
層
の
工
夫

が
必
要
と
考
え
る
。
所
見
を
示
せ
。

市
長

fl
要
請
の
結
果
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
敷

地
内
へ
の
駐
輪
場
の
設
置
が
可
能
か
調

査
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。
今
後
、
具

体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

‡
舗
装
材
等
に
配
慮

し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

三
鷹
市
ゆ
か
り
の
森
鴎
外
、
山

基
本
計
画
の
４
つ
の
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に「
安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
地
域
ケ
ア
の
推
進
」
を
加
え
、

「
６
つ
の
重
点
課
題
」
と
し
て
い
る
。

fl
昨
今
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
犯
罪
状
況

か
ら
、
学
校
の
安
全
安
心
対
策
の
強
化

が
必
要
だ
。
多
く
の
小
学
校
で
警
備
員

を
配
置
し
て
い
る
と
聞
く
。
本
市
で
も

導
入
で
き
な
い
か
‡
本
市
で
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
等
の
急
増
に
伴
い
人
口
が

増
加
し
て
い
る
。
学
校
の
ク
ラ
ス
編
成

に
影
響
し
て
い
る
が
、
対
応
を
示
せ
。

教
育
長

fl
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
‡
小
・
中
学
校
の
少
人
数
授
業
に
お

け
る
教
員
加
配
を
東
京
都
で
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
有
効
に
活
用
し
た
い
。

議
員

「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
fl
「
自
転
車
安
全
運
転
証

の
交
付
」
と
あ
る
。
安
全
で
正
し
い
運

転
を
心
が
け
て
も
ら
う
よ
う
、
運
転
証

だ
け
で
は
な
く
、
自
転
車
に
は
る
蛍
光

シ
U
ル
等
を
検
討
で
き
な
い
か
‡
防
犯

ブ
ザ
U
貸
与
事
業
で
は
、
小
学
校
６
年

生
は
卒
業
と
同
時
に
返
却
す
る
。
春
休

み
は
ブ
ザ
U
な
し
で
過
ご
す
こ
と
に
な

る
が
、
最
近
の
状
況
を
考
え
る
と
不
安

を
感
じ
る
。
返
却
時
期
を
中
学
校
入
学

時
に
す
る
よ
う
検
討
す
べ
き
だ
。

市
長

fl
検
討
課
題
と
し
た
い
。

教
育
長

‡
新
年
度
早
々
に
返
却
し
て

も
ら
え
れ
ば
構
わ
な
い
。

議
員

「
地
域
ケ
ア
の
推
進
」
に
関
し

て
、
高
齢
者
の
声
を
聞
く
と
タ
ク
シ
U

券
補
助
の
要
望
が
高
い
。
引
き
こ
も
り

の
防
止
の
た
め
に
も
、
制
度
化
を
と
思

う
。
fl
所
見
を
聞
く
‡
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
活
用

し
た
送
迎
サ
U
ビ
ス
を
検
討
せ
よ
。

健
康
福
祉
部
長

fl
対
象
者
の
範
囲
選

定
が
難
し
い
‡
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
に

お
け
る
小
・
中
一
貫
教
育
校
開
設
準
備

関
係
費
を
伺
う
。
17
年
度
開
設
に
向
け

た
説
明
会
で
は
、
多
く
の
保
護
者
等
が

不
安
感
を
持
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
U
ト

の
実
施
や
意
見
交
換
会
の
随
時
開
催

等
、
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
だ
。

市
長

意
見
交
換
等
を
十
分
行
い
、
拙

速
と
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
し
た
い
。

議
員

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
は

公
園
等
里
親
事
業
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
緑
被
率
を
一
層
高
め
る
た
め
「
緑

を
守
る
市
民
債
」を
導
入
で
き
な
い
か
。

市
長

積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

議
員

「
Ｉ
Ｔ
の
活
用
」
と
し
て
、
図

書
館
の
Ｉ
Ｔ
化
関
係
費
が
あ
る
。
活
字

ば
な
れ
が
危
ぐ
さ
れ
て
い
る
今
日
、
図

書
館
の
利
用
啓
発
が
必
要
だ
。
開
館
時

間
を
、
夜
10
時
ま
で
に
し
て
ほ
し
い
と

の
市
民
の
声
が
あ
る
。
所
見
を
聞
く
。

教
育
長

市
民
の
ニ
U
ズ
等
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

「
基
本
計
画
に
お
け
る
主
要
事

業
等
」
に
つ
い
て
聞
く
。
整
備
が
予
定

さ
れ
て
い
る
新
川
丸
池
公
園
は
、
案
内

板
が
少
な
い
。
対
応
を
聞
く
。

市
長

近
隣
に
案
内
板
は
設
置
し
て
い

る
が
、
さ
ら
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

議
員

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
新
規

・
拡
充
事
業
が
多
く
、
評
価
を
し
て
い

る
。
廃
止
に
な
っ
た
事
業
は
ど
う
か
。

企
画
部
長

例
と
し
て
は
、
地
球
市
民

ツ
ア
U
の
廃
止
な
ど
で
あ
る
。

る
。
均
等
割
で
２
千
200
円
、
限
度
額
で

１
万
円
の
引
上
げ
を
行
え
ば
、
滞
納
者

が
年
々
増
え
る
中
で
、
低
所
得
者
の
生

活
を
も
ろ
に
直
撃
す
る
。
自
治
体
の
セ

U
フ
テ
ィ
U
ネ
ッ
ト
に
逆
行
し
た
、
こ

の
よ
う
な
値
上
げ
を
や
め
る
べ
き
だ
。

市
長

国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
。

議
員

予
算
案
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

セ
ン
タ
U
浴
室
の
有
料
化
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。「
受
益
と
負
担
の
考
え
方

の
徹
底
」
を
図
る
と
い
う
が
、
市
民
の

暮
ら
し
を
理
解
し
な
い
、
こ
う
し
た
値

上
げ
の
仕
方
は
納
得
を
得
ら
れ
な
い
。

fl
浴
室
有
料
化
に
つ
い
て
見
解
を
問
う

‡
自
転
車
等
駐
輪
場
の
利
用
登
録
手
数

料
の
改
定
に
つ
い
て
も
所
見
を
示
せ
。

生
活
環
境
部
次
長

fl
住
民
協
議
会
と

の
協
議
を
重
ね
た
結
果
で
あ
り
、
使
用

料
は
住
協
の
活
動
費
に
充
当
さ
れ
る
。

都
市
整
備
部
技
監

‡
今
後
、
総
合
的

な
駐
輪
場
の
整
備
に
多
額
の
経
費
を
要

す
る
た
め
、
考
え
方
の
徹
底
を
図
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
介
護
保
険
の
見
直

し
／
保
育
所
の
公
設
民
営
な
ど

議
員

イ
ラ
ク
戦
争
は
、
大
義
の
な
い

侵
略
戦
争
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ

た
。
憲
法
第
９
条
を
持
ち
戦
争
を
し
な

い
日
本
は
、
今
、
誤
っ
た
道
を
歩
も
う

と
し
て
い
る
。
21
世
紀
を
平
和
の
世
紀

と
す
る
た
め
、
自
治
体
は
取
組
み
を
強

め
る
べ
き
だ
。
非
核
都
市
宣
言
を
行
っ

た
三
鷹
市
は
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
代
表
を
派
遣
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

21
世
紀
を
平
和
の
世
紀
に
と
い

う
の
は
、
私
た
ち
す
べ
て
の
願
い
だ
。

個
々
の
民
間
組
織
へ
の
協
力
に
つ
い
て

は
、
平
和
事
業
の
展
開
の
中
で
、
そ
の

団
体
の
活
動
を
考
慮
し
、
対
応
す
る
。

議
員

企
業
の
リ
ス
ト
ラ
と
、
小
泉
構

造
改
革
に
よ
り
、
失
業
率
は
依
然
５
％

台
に
あ
る
。
不
況
型
倒
産
も
過
去
最
悪

だ
。
国
民
は
収
入
減
少
に
加
え
、
健
康

保
険
の
改
悪
と
年
金
の
給
付
引
下
げ
な

ど
、
家
計
を
圧
迫
さ
れ
続
け
て
い
る
。

住
民
の
暮
ら
し
の
防
波
堤
と
し
て
の
自

治
体
の
役
割
に
つ
い
て
所
見
を
示
せ
。

市
長

大
変
重
要
と
認
識
す
る
。
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

三
鷹
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
第

２
分
科
会
は
、
自
治
基
本
条
例
の
検
討

に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
た
。
こ
の

条
例
は
市
の
憲
法
と
も
い
え
る
。
市
民

参
加
で
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
に
、
市
は

特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
今
後
の
条

例
づ
く
り
の
中
で
、
市
民
や
議
会
へ
の

対
応
を
ど
う
進
め
て
い
く
考
え
か
。

市
長

積
極
的
に
市
民
参
加
を
図
る
と

と
も
に
、
議
会
と
も
十
分
調
整
す
る
。

議
員

小
・
中
一
貫
教
育
校
の
説
明
会

で
は
、
「
三
鷹
で
な
ぜ
必
要
な
の
か
」

「
な
ぜ
急
ぐ
の
か
」
と
の
質
問
に
、
納

得
の
い
く
回
答
は
な
か
っ
た
。
子
ど
も

の
学
校
離
れ
と
学
習
嫌
い
は
、
小
学
６

年
か
ら
中
学
校
に
通
う
こ
と
で
解
決
さ

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
fl
２
０
０
５
年
度

の
開
設
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
見
解

を
示
せ
‡
保
護
者
の
要
求
で
も
あ
り
、

全
国
的
に
広
が
り
、
教
育
効
果
も
上
げ

て
い
る
30
人
学
級
を
実
施
す
べ
き
だ
。

教
育
長

fl
６
年
生
の
移
行
の
時
期
は

市
民
の
意
見
を
十
分
聞
き
な
が
ら
対
応

し
た
い
‡
少
人
数
指
導
に
よ
る
、
き
め

細
や
か
な
指
導
の
充
実
に
努
め
た
い
。

議
員

家
庭
ご
み
有
料
化
が
検
討
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
有
料
化

し
た
自
治
体
で
は
、
ご
み
の
量
が
い
っ

た
ん
は
減
少
の
後
、
増
え
る
傾
向
に
あ

る
。
安
田
前
市
長
が
議
会
で
答
弁
し
た

よ
う
に
、
有
料
化
検
討
の
前
に
、
ご
み

減
量
の
方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

分
別
収
集
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
有
料
化
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

国
民
健
康
保
険
税
が
改
定
さ
れ

市
長

地
域
の
財
産
を
活
用
し
て
、
小

さ
な
子
ど
も
を
含
め
た
諸
活
動
が
活
性

化
す
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理

想
と
考
え
る
。
今
後
、
真
の
意
味
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
U
ル
の
あ
り
方

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

議
員

児
童
や
家
庭
を
め
ぐ
る
問
題
は

複
雑
、
多
様
化
し
て
い
る
。
問
題
が
深

刻
化
す
る
前
の
早
期
発
見
・
対
応
と
、

化
を
図
る
と
し
て
い
る
。
市
長
公
約
の

政
策
は
ど
の
程
度
反
映
で
き
た
か
。

市
長

fl
歳
入
を
確
保
し
、
歳
出
の
適

切
な
重
点
化
と
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
た
予

算
編
成
に
し
た
い
と
考
え
臨
ん
だ
‡
課

題
は
残
る
が
、一
定
の
計
上
は
で
き
た
。

議
員

平
成
15
年
度
に
比
べ
、
市
債
の

発
行
額
や
基
金
の
取
崩
し
予
定
額
が
増

加
し
て
い
る
。
市
で
は
、
人
口
増
に
よ

る
行
政
負
担
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

新
規
事
業
を
先
送
り
に
し
、
基
金
を
積

み
立
て
る
な
ど
、
予
算
規
模
の
縮
小
を

図
る
べ
き
で
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。

市
長

市
全
体
を
活
性
化
す
る
政
策
は

必
要
だ
。
後
年
度
の
負
担
も
視
野
に
入

れ
つ
つ
、
基
金
等
に
依
存
し
す
ぎ
な
い

経
営
基
盤
の
維
持
・
強
化
に
努
め
る
。

議
員

子
育
て
・
高
齢
者
支
援
の
た
め

に
も
、
地
域
社
会
の
連
携
・
協
力
は
、

よ
り
幅
広
い
分
野
か
ら
の
推
進
が
必
要

で
あ
る
。
市
立
第
四
小
学
校
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
夢
育
の
学
び
舎
」
構
想
の

様
な
、
地
域
の
誰
も
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
参
加
で
き
る
体
制
が
整
え
ば
、
地
域

社
会
に
お
け
る
連
携
・
協
力
の
体
制
は

築
け
る
の
で
は
な
い
か
。所
見
を
示
せ
。

児
童
・
家
庭
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援

が
重
要
と
考
え
る
。
児
童
福
祉
法
や
児

童
虐
待
防
止
法
の
改
正
の
動
き
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
後
の
取
組
み
を
聞
く
。

教
育
長

各
法
律
が
成
立
次
第
、
教
職

員
に
対
し
、
具
体
的
な
解
説
な
ど
を
行

い
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

小
・
中
一
貫
教
育
校
に
つ
い
て

は
、
市
民
か
ら
不
安
の
声
が
多
数
上
が

っ
て
い
る
。
不
安
の
解
消
に
は
、
全
て

の
情
報
公
開
と
、
多
く
の
協
議
時
間
が

必
要
と
考
え
る
。
市
民
が
納
得
す
る
形

で
の
制
度
改
革
と
実
施
時
期
で
あ
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。
見
解
を
示
せ
。

教
育
長

市
民
の
意
向
を
十
分
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
小
・
中
一
貫
教
育
校
の
構

想
を
検
討
し
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

議
員

市
立
幼
稚
園
廃
園
に
伴
う
、
保

護
者
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
補
助
金

が
、
今
回
増
加
し
て
い
る
。
既
に
議
決

さ
れ
た
事
項
だ
が
、
市
立
幼
稚
園
の
全

園
廃
園
に
は
反
対
で
あ
る
。
市
立
幼
稚

園
の
存
在
意
義
も
含
め
見
解
を
聞
く
。

市
長

子
ど
も
・
子
育
て
施
策
に
つ
い

て
は
、幅
広
い
視
点
で
取
り
組
み
た
い
。

廃
園
後
の
活
用
は
、
子
育
て
支
援
の
視

点
か
ら
多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民

・
事
業
者
の
参
画
が
重
要
で
あ
る
。
今

回
、行
財
政
改
革
推
進
の
一
環
と
し
て
、

補
助
金
の
削
減
や
負
担
金
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
る
。
削
減
・
見
直
し
を
し
た

団
体
に
対
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
協
力
を
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長

各
団
体
が
担
っ
て
い
る
役
割
を

尊
重
し
つ
つ
、
経
費
節
減
や
物
価
下
落

の
動
向
な
ど
を
説
明
し
対
応
し
た
い
。

議
員

市
立
保
育
園
の
延
長
保
育
に
関

す
る
説
明
会
で
、
十
分
な
意
見
交
換
が

で
き
な
か
っ
た
と
聞
い
た
。
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
市
民
へ
の

説
明
と
協
議
に
は
、
十
分
な
時
間
を
か

け
る
べ
き
で
あ
る
。
所
見
を
聞
く
。

健
康
福
祉
部
理
事

限
ら
れ
た
時
間
だ

っ
た
が
、
保
護
者
か
ら
の
意
見
を
集
約

し
て
、
内
容
を
再
検
討
し
た
。

１６・５・２

（５）
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代表代表
　質疑　質疑
代表
　質疑

地域と連携した教育の展開が望まれる

…第四小「夢育の学び舎」構想による授業

安全と安心のまちづくりは市政の重点課題のひとつだ

…安全安心パトロール


